大学IR は組織文化とどう向き合うのか －意思決定支援のための「学習」「リーダーシップ」「参加」をめぐる葛藤と展望－ by 出川 真也 & 福島 真司
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政治的 他人の認識 個別的 焦点化
独裁的 個人的課題 連続的 焦点化
経営的 プログラムの質 連続的 広　範
同僚制的 プロセスの「正確性」 個別的 広　範
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